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毎朝、旭ヶ丘ストアの前で立哨をしています。『笑顔いっぱいの学
校にしたい！』それが私の一番の思いです。そのための第一歩は、
やはり『あいさつ』です。人と人との繋がりを良い関係にするため
に、あいさつは欠かせません。私も子どもたちの元気なあいさつを聞くと朝から明るい気

持ちになります。中には、「いつもありがとうございます。」と声をかけてくれる子もいて、
とても嬉しい気持ちになります。今日も一日頑張ろうという力が湧いてきます。私も子ど
もたちに明るく元気な一日のはじまりとなってほしいと願い、努めて元気な声であいさつ
をしています。また、生活安全委員会の「あいさつチェック」の取組（１日に２０人以上
あいさつができた人を調べ、達成できた人が多かった学級を表彰する）の効果もあり、校
内では元気なあいさつがたくさん聞こえてきます。ご家庭や地域ではどうでしょうか。 

 

 

７月の予定 
４日（火）～１１日（火）特別日課Ⅰ 

６日（木） フッ化物洗口 

７日（金） 読み聞かせ（５年） 

      県算数教育研究大会授業 

（１の３、３の１、５の１） 

１２日（水） 平和文学朗読キャラバン 

１３日（木） 委員会活動 

１７日（月） 海の日 

２０日（木） １学期終業式 

ご参観ありがとうございました 

先週一週間は「旭っ子の心を見つめる教育

週間」でした。この教育週間は平成１５年に

起こった長崎市の幼児に関わる事件をきっか

けに平成１６年から長崎県全体で始まりまし

た。「命の大切さ」「人を思いやることの大切

さ」を常に考え行動できる子どもを育んでい

くために、家庭・地域・学校が一緒になって

取り組んでいこうと始まりました。このこと

については２６日（月）の校長講話の中でも、

子どもたちへ語りかけました。また、香山美

子さん作の絵本『どうぞのいす』の読み聞か

せをとおして、思いやりの気持ちや優しさに

ついて考える機会をつくりました。 

心を見つめる教育週間中、ご多用の中ご来

校くださった皆様、ご参観ありがとうござい

ました。残念ながら土曜授業は荒天のため中

止となり、道徳授業、メディア講演会が実施

できませんでした。土曜日に来校予定だった

皆様には、大変申し訳なく思っております。

道徳授業につきましては、９月の授業参観で

実施する予定ですので、ぜひご参観ください

ますようお願いいたします。 

【読書の木に実がいっぱい！】 
図書室の入り口横に、「読書の木」が掲示し

てあります。子どもたちが読んだ冊数に合わ
せて実が増えていきます。20冊で黄緑、40冊
で黄、60 冊で赤、80 冊で銀、100 冊で金の実
が掲示されます。今のところ、60 冊に到達し
た子が３名いるようです。全校貸出冊数は、6
月 30 日現在 14,138 冊です。雨が続くこの時
期は、ゆっくり読書に親しむよい機会です。
これからもたくさんの本を読んで、心を豊か
にしてほしいですね。 

 

【フッ化物洗口スタート】 
今週からフッ化物洗口が始まります。１年

生の１回目は水での練習です。週１回のペー

スで今後も実施していきます。 

むし歯にならないよう、食育 

指導、歯磨き指導とともに、 

取り組んでいきます。 

基本はあいさつです！ 


